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悪臭の概況

１ 悪臭の概要

悪臭とは「いやな臭い 「不快な臭い」のことをいい､その不快な臭いにより生活環境を損な」、

い、特に感覚的、心理的に被害を与えるものです。

悪臭は、騒音と同様に感覚公害と呼ばれ、その取扱いが最も困難な公害です。まず、嗅覚には

個人差があり、その感度は臭いに対する慣れ、年齢、喫煙の習慣、健康状態などによっても大き

く影響を受けるため、特定の人だけが感じる場合があります。

また、悪臭発生源の特定の難しさがあります。悪臭は天候、特に風向に大きく左右され、悪臭

被害が広範囲に広がるため、他の公害に比べ原因の特定が困難です。さらに、近年、快適な生活

環境を求める傾向が強まり、今まではやむ得ないものとして我慢してきた臭いを悪臭として捉え

るようになってきました。当市における主な悪臭の発生源は、畜産農家や塗装工場等の事業所に

よるものでしたが、近年は浄化槽の臭いといった一般住宅から出る臭いも悪臭公害として捉える

人が多く、悪臭原因の多様化が進んでいます。

２ 悪臭の規制

掛川市では、悪臭防止法に基づき、アンモニア、トルエンなど22物質を悪臭の原因となる特定

悪臭物質として指定し、その物質濃度により、事業所からでる臭気を規制していましたが、平成

19年４月１日から人間の臭覚で臭いの程度を判定する臭気指数による規制を導入しました。

特定悪臭物質の濃度による規制では、特定悪臭物質以外の物質による悪臭の場合には規制でき

ないこと、また、悪臭の原因となる臭い物質が混じり合った場合（複合臭）に規制基準を満たし

ていても強烈な臭いが感じられる場合があり、規制基準が人の感覚と必ずしも一致しないことが

あります。

、 、 、このように 特定悪臭物質の濃度規制では 必ずしも悪臭を有効に規制できると限りませんが

臭気指数規制では人の臭覚を指標としているため、特定悪臭物質以外の物質が原因の悪臭であ

っても、また、複合臭であっても対応ができるようになり、人の感覚に沿った規制が可能となり

ます。

３ 臭気指数規制

臭気指数とは、正常な嗅覚を持つ人が悪臭を含む気体を無臭空気で希釈した際、どの程度希

釈したら臭いを感じなくなるかを求め(臭気濃度)､そこから下記の計算式で求められる数値です。

臭気指数 ＝ 10 × Log（臭気濃度）

（例）臭いのもとを100倍に希釈したとき、臭いが感じられなくなった場合は、臭気濃度は100と

なり、臭気指数は20となります。同様に10倍に希釈した場合は、臭気指数は10となります。

掛川市の規制基準は、市内全域で臭気指数 15 以下です。


